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「急速な成長市場」として各界から熱い注目を集めるASEAN諸国は、
今後のインバウンド戦略を考える上でも最も重要な市場だ。
なかでも訪日客数で上位を占めるのがタイ、シンガポール、マレーシア。
これら3ヵ国を対象にじゃらんリサーチセンター（以下JRC）が実施した、
調査の結果とともに、ASEANインバウンドの最新事情をご紹介したい。

ASEAN
訪日インバウンド
最新事情

シンガポール、タイ、マレーシアの
成長市場を狙う！

A s s o c i a t i o n  o f  S o u t h ‐E a s t  A s i a n  N a t i o n s

ASEAN3ヵ国じゃらん訪日インバウンド ニーズ調査
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

10
ヵ
国
（
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
）
で

構
成
さ
れ
る
地
域
協
力
機
構
の
名
称
だ
。

全
体
で
約
６
億
人
の
人
口
を
抱
え
、
２

０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
経
済
的

に
も
急
激
に
発
展
。
１
人
あ
た
り
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
す
で
に
日
本
を
超
え
て
い
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
各
国
と
も
に

右
肩
上
が
り
の
成
長
を
見
せ
て
い
る

（
図
１
）。
年
収
５
０
０
０
米
ド
ル
を
超

え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
中
間
層
」
も
急
拡

大
。
若
年
層
が
多
い
人
口
構
成
（
図
２
）

か
ら
、
今
後
も
市
場
と
し
て
の
さ
ら
な

る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
こ
の
１
、
２
年
で
急
激
に

存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年

度
に
は
、
年
間
訪
日
旅
行
者
数
ラ
ン
キ

ン
グ
で
タ
イ
が
全
体
の
６
位
に
浮
上

（
表
１
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
要
６
ヵ
国
で

は
77
万
人
を
超
え
、
世
界
全
体
の
１
割

に
迫
る
勢
い
を
見
せ
た
（
図
３
）。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
訪
日
客
の
ニ
ー

ズ
を
知
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
は
ま
さ
に
急
務
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

経
済
成
長
や
若
年
人
口
の
多
さ
が

将
来
の
伸
び
を
期
待
さ
せ
る

表1	 2012年度 訪日外客数
 国籍別トップ10

韓国
台湾
中国
米国
香港
タイ
豪州
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人

人

人

人

人

人

人

人

人

人
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1,466,688
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130,520
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図2	ASEAN主要6ヵ国の人口構成比
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出典：日本政府観光局（JNTO）
国単位でみると、タイが豪州や
英国を押さえて6位に入っている

出典：日本政府観光局（JNTO）
着色部分はASEAN主要6ヵ国。こ
の6ヵ国でヨーロッパ全体に匹敵す
る市場規模となっている

各国平均年齢

出典: Population Division of the Department of Economic and Social Affairs of the United Nations 
Secretariat, World Population Prospects　2010年
主要6ヵ国（タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム）の合計値。ASEAN諸国の
人口構成は若い世代が多く、市場の成長が期待できる

参考：日本の人口構成比
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タイ 34.2歳／シンガポール	37.6歳／マレーシア	26.0歳
インドネシア	27.8歳／フィリピン	22.2歳／ベトナム	28.2歳

日本平均年齢 44.7歳
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図1	 ASEAN主要6ヵ国の
	 国民1人あたり名目GDPの
 変化（USドル）
40000

30000

20000

10000

0

（USドル）

1990 1992 1994 1996 1998 20022000 2004 2006 2012年2008 2010

シンガポール

マレーシア

タイ
インドネシア

ベトナム

フィリピン

出典：IMF World Economic Outlook Database 2013年4月
※2011年のインドネシアとベトナム、2012年のシンガポール、タイ、インドネシア、フィリピン、
ベトナムはIMFによる推計値
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経
済
的
な
成
長
と
、
政
治
的
な
安
定

か
ら
成
長
市
場
と
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
。
こ
う
し
た
市
場
と
し
て
の
成

長
に
加
え
、「
日
本
に
と
っ
て
は
、
長

年
の
交
流
の
歴
史
が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
」
と
語
る
の
は
、

観
光
交
流
部
長
の
ダ
ナ
ン
ジ
ャ
ヤ
・
ア

ク
シ
オ
マ
さ
ん
。「
今
年
は
日
・
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
と
い
う
記
念

の
年
。
両
者
の
関
係
は
安
定
し
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
日
本
は
よ
く
知

っ
て
い
る
国
、
文
化
的
に
も
な
じ
み
の

あ
る
国
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
」

　

た
と
え
ば
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
で
は
、

「
ド
ラ
え
も
ん
」「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
」
な
ど
が
古
く
か
ら
定
着
し
、
ド
ラ

マ
で
は
80
年
代
か
ら
各
国
で「
お
し
ん
」

が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
カ
ル
チ

ャ
ー
は
広
く
浸
透
し
て
い
る
。

　

し
か
し
00
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

韓
国
の
積
極
的
な
進
出
に
押
さ
れ
気
味
。

ま
た
も
と
も
と
中
国
系
の
移
民
の
多
い

地
域
で
あ
る
た
め
、
中
国
の
動
き
に
も

影
響
さ
れ
や
す
い
。「
韓
国
カ
ル
チ
ャ

ー
に
つ
い
て
は
、
05
年
頃
か
ら
都
市
部

を
中
心
に
Ｋ–

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ド
ラ
マ
な
ど

が
広
が
り
始
め
、
と
く
に
若
者
の
間
で

人
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

は
中
国
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
行
く

人
が
増
え
、
地
元
の
人
の
関
心
が
そ
ち

ら
に
向
き
が
ち
。
個
人
的
に
は
、
こ
の

ま
ま
現
状
維
持
が
続
け
ば
、
日
本
は
韓

国
、
中
国
に
抜
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は

と
感
じ
ま
す
」（
ダ
ナ
ン
ジ
ャ
ヤ
さ
ん
）

　

幸
い
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
が

憧
れ
る
観
光
資
源
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

交
流
の
歴
史
は
40
年
。

現
状
の
認
知
度
は
高
い
が
…
？

好
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
す
に
は

環
境
の
整
っ
た
今
が
正
念
場

長
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
。

そ
の
視
点
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
ど
ん
な
特
性
を
持
つ
の
か
、

な
ぜ
今
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

い
ま
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
注
目
す
べ
き
理
由

日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
観
光
交
流
部
で
き
く

※1 2011年度は東日本大震災等の影響で大きく落ち込んだため、2010年度と比較した。　※2 日本とマレーシアの間には短期滞在目的の渡航についてビザを免除する取り
決めがあったが、1993年より取得を勧奨。

マレーシア タイ

2858万9000人

マレー語、英語、中国語
タミール語

イスラム教（61.0%）、仏教（20.0％）
キリスト教（9.0％）

13万288人（+13.8％）

取得勧奨※2（2012年9月、個人向
け短期滞在数次査証発給開始）

クアラルンプールからLCCの直行
便あり。イスラム教徒が6割を占
める影響か、食よりもライフスタ
イルや自然に興味。初回訪問率
は44.1%。 個人旅行比率は
33.9%と低い。

6387万8000人

タイ語

仏教（91.8%）
イスラム教（4.5％）

26万859人（+21.4％）

必要（2012年6月、個人向け短
期滞在数次査証発給開始）

人気の訪問先として白川郷や黒
部アルペンルートが定着。絶対
数は多くはないがヘビーリピータ
ーがいる。やや高齢化が進行中。
初回訪問率は63.8%と高く、個
人旅行比率は31.9%と低い。

518万4000人

英語、中国語、マレー語
タミール語

仏教（33.3％）、イスラム教（14.7％）
キリスト教（18.4％）、道教（10.9％）

14万2253人（-21.4％）

成田・羽田・中部・関西・福岡－
シンガポール

札幌・成田・羽田・中部・関西・
福岡－バンコク

成田・羽田・関西－クアラルンプ
ール／関西－コタキナバル

免除

経済水準が高く、平均年齢も高
めな先進国型社会。個人旅行比
率、リピーター比率とも高いが、
訪日旅行の全体数は減少傾向。
初回訪問率は45.7%。個人旅
行比率は50.6%と高め。

日本アセアンセンター
観光交流部長代理
神田瑞穂さん

ASEANの
現状

インタビュー

シンガポール

リンギット
（1リンギット＝約33.59円）

バーツ
（1バーツ＝約3.40円）

シンガポールドル
（1シンガポールドル＝約80.55円）
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「
日
本
の
四
季
、
と
く
に
雪
へ
の
憧
れ

は
強
い
で
す
ね
。
寒
い
時
期
に
東
京
に

来
る
人
に
は
必
ず﹃
い
つ
雪
が
降
る
か
﹄

を
尋
ね
ら
れ
ま
す
」
と
観
光
部
長
代
理

の
神
田
瑞
穂
さ
ん
。
桜
や
富
士
山
も
日

本
の
風
物
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
。

　

和
食
も
「
ヘ
ル
シ
ー
な
だ
け
で
な
く
、

衛
生
的
で
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」

（
ダ
ナ
ン
ジ
ャ
ヤ
さ
ん
）
と
憧
れ
の
対

象
。「
以
前
は
生
食
を
敬
遠
す
る
傾
向

も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
か
な
り
浸

透
し
、
と
く
に
本
場
の
寿
司
は
お
い
し

い
と
人
気
で
す
」（
神
田
さ
ん
）

　

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
る
ダ

ナ
ン
ジ
ャ
ヤ
さ
ん
は
、
日
本
の
生
活
様

式
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
も
指
摘
す
る
。

 

「
私
に
と
っ
て
日
本
は
大
き
な
バ
リ
島

の
よ
う
。
伝
統
文
化
が
盛
ん
な
バ
リ
島

と
同
様
、
日
本
も
、
街
に
着
物
を
着
た

人
が
歩
い
て
い
た
り
、
お
寺
で
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
た
り
と
、
近
代
的
な
生
活

の
中
に
伝
統
的
な
文
化
が
残
っ
て
い
る

の
が
魅
力
的
で
す
。
ま
た
日
常
生
活
の

中
に
も
、
電
車
を
待
つ
の
に
き
ち
ん
と

列
を
作
っ
て
並
ぶ
、
ど
の
地
方
で
も
ご

み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
行
う
な
ど
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
が
見
習
い
た
い
と

思
う
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

　

残
念
な
が
ら
日
本
の
物
価
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
ま
だ
高
い
が
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の
就
航
で
往

復
費
用
は
ぐ
っ
と
手
頃
に
な
っ
た
。

 

「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
経
由
す
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
国
か
ら
エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
で

東
京
、
大
阪
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
タ
イ
か
ら
香
港
を
経
由
し
て
エ
ア

ア
ジ
ア
タ
イ
と
ピ
ー
チ
を
乗
り
継
ぐ
ル

ー
ト
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
台
北
経

由
の
ス
ク
ー
ト
便
も
人
気
が
あ
る
よ
う

で
す
」（
神
田
さ
ん
）

　

40
年
間
の
交
流
で
築
か
れ
た
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
を
今
後
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

ど
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
今
、
訪
日
旅

行
の
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
業
界
が
何
を
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
の
だ
。

出典：【A】IMF,World Economic Outlook（2010年）　【B】日本アセアンセンター「ASEAN-日本統計集2011」　【C】日本政府観光局（JNTO）　 【D】日本アセアンセンターWebサイト、各航空会社Webサイト（2013年5
月現在）　シンガポール、タイ、マレーシアの初回訪問率と個人旅行比率の出典はJRC「ASEAN3ヵ国訪日インバウンドニーズ調査」

人口【A】

おもな言語【B】

おもな宗教【B】

2012年度訪日人数【C】
（対2010年伸び率※1）

訪日ビザ

通貨（円レート）
（2013年5月29日現在）

日本との
直行便運行状況【D】

特徴

フィリピン ベトナム

表2	 ASEAN主要6ヵ国の基本情報

9260万0000人

フィリピノ語、英語

キリスト教（87.4％）
イスラム教（4.6％）

8万5127人（10.0％）

必要

ASEAN諸国中第2位の人口
ASEAN10ヵ国中で随一のキリス
ト教国（主にカトリック）で消費
傾向は米国志向。平均年齢は10
ヵ国中最も若い。訪問先では東
京ディズニーリゾートが人気。

8825万7000人

ベトナム語

仏教（80.0％）
キリスト教（7.0％）

5万5288人（31.9％）

必要

価格志向の強い市場だが、20代
〜30代の消費意欲は旺盛。現
状の訪日旅行では、いわゆるゴ
ールデンルートが中心。土産物は

「メイドインジャパン」にこだわる
傾向がある。

成田－ジャカルタ／成田・羽田・
関西・デンパサール

成田・中部・関西・福岡－ホーチ
ミン／成田・中部・関西－ハノイ

成田・中部・関西・福岡－マニラ
成田－セブ

2億3764万1000人

インドネシア語

イスラム教（88.8％）、キリスト教
（8.7％）、ヒンドゥー教（1.7%）

10万1498人（25.9％）

必要（2012年9月、個人向け短
期滞在数次査証発給開始）

全ASEAN諸国中最大、世界全
体でも4位の人口を擁する一大市
場。国民の9割近くがイスラム教
徒であるため、食事をはじめとす
る習慣への対応などが課題。

日本アセアンセンター
観光交流部長
ダナンジャヤ・
アクシオマさん

日本アセアンセンター
とは？

ASEAN加盟国政府と日本国政府に
よって1981年に設立された国際機
関。ASEANから日本への輸出の促
進、日本とASEAN諸国との投資と
観光・交流の促進を目的に、展示会、
セミナー、人材育成、文化交流イベ
ント、情報提供などを行っている。

インドネシア

ルピア
（1ルピア＝約0.01円）

ドン
（1ドン＝約0.0048円）

ペソ
（1ペソ＝約2.44円）
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今
回
、
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
中
、
訪
日
旅
行
者
数

上
位
３
ヵ
国
に
あ
た
る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
。
２
０
１
２

年
度
に
は
、
こ
の
３
ヵ
国
だ
け
で
53
万

人
以
上
が
訪
日
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

全
体
か
ら
の
訪
日
者
数
の
６
割
以
上
を

占
め
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体

的
な
傾
向
を
み
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と

判
断
し
た（
詳
細
は
調
査
概
要
を
参
照
）。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
訪
日
旅
行
に
至
る
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
日
本
を
訪
れ
よ
う
と
思

っ
た
の
か
と
い
う
き
っ
か
け
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
１
位
に
な
っ
た
の
は
「
日

本
の
食
事
」。
外
食
産
業
チ
ェ
ー
ン
の

積
極
的
な
進
出
や
、
各
国
で
定
着
し
て

い
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
り
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
が
日
本
の
食
が

生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。
２
位
は
「
日
本
の
自
然
や

風
景
」。
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
、
さ
ら

に
は
熱
帯
気
候
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で

は
見
ら
れ
な
い
雪
な
ど
、
日
本
の
四
季

の
風
物
へ
の
憧
れ
が
感
じ
ら
れ
た
（
表

３
）。
国
別
に
見
る
と
、
と
く
に
タ
イ

で
は
「
食
事
」「
自
然
や
風
景
」
を
挙

げ
た
人
が
と
も
に
60
％
を
超
え
、
大
き

な
関
心
を
集
め
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
食
習
慣
の
異
な
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
割
合
が
高
い
せ
い
か
、「
食
事
」
は

ベ
ス
ト
３
に
入
ら
ず
、
代
わ
り
に
「
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
が
１
位
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
れ
を
年
代
別
に
分
け
て
見

た
も
の
が
表
４
。
上
位
の
項
目
は
年
代

ご
と
に
差
は
な
い
が
、
項
目
別
に
見
る

と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
ニ
メ
や
マ
ン

ガ
、
ド
ラ
マ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
な

ど
で
は
20
代
、
30
代
の
数
値
が
高
い
。

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
を

迎
え
た
現
在
、
若
い
世
代
に
は
、
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
含
め
た
日
本
の
文
化

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
た
ち
が
日
本
に
来
る
き
っ
か
け
は
？

日
本
の
「
食
」
を
本
場
で
楽
し
み
た
い
、「
四
季
」
を
体
感
し
て
み
た
い
な
ど
、

長
い
交
流
を
経
て
広
く
認
知
さ
れ
た
日
本
の
文
化
・
風
物
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

食
と
自
然
、若
者
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
も
関
心

日
本
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
？

調査報告

認
知
度
の
高
い「
食
」
や

自
国
に
な
い
「
自
然
」が
魅
力
？

訪日理由

表3	 直近の日本旅行のきっかけ【国別】
 （全体／複数回答、ウエイトバックあり） （単位：％）

日本の食事
日本の自然や風景
日本のライフスタイル
日本の伝統的な文化
日本のファッション
日本の製品・電子機器
日本人の気質や人柄
日本の芸術
日本のアニメや漫画
日本の建築
日本の経済・産業
日本人の友人・知人
日本のドラマや映画
日本のテレビ番組
日本の雑誌やWebの情報誌
日本の震災復興の支援
その他
特にない

全体 シンガポール タイ マレーシア
54.7
52.1
52.1
40.7

28.9

25.0

25.8

14.8

16.9

18.0

11.7

14.6

14.1

13.0

8.9

4.2

6.2

4.2

47.7	

53.9	
57.6 
50.7 
33.7	

39.6	

31.9	

32.5	

28.3	

30.7	

29.0	

18.6	

21.3	

15.3	

13.9	

8.8	

4.3	

1.6	

56.7 
55.9 
47.9 
44.0	

34.6	

29.1	

28.0	

25.7	

23.1	

20.6	

18.3	

17.8	

16.4	

15.2	

11.5	

7.1	

4.9	

2.1	

2 2 2

3 3

2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

第1位 第1位 第1位

第1位
3

63.8 
60.8 
38.2

43.4 
40.8	

27.2	

28.0	

32.5	

26.2	

17.3	

18.8	

20.5	

15.9	

17.2	

12.8	

8.9	

3.9	

0.3	

ASEAN諸国への
日本ブランド進出状況

 「日本の食事」が訪日旅行のきっか
けとなる背景には、現地で日本食が
広く認知されている現状がある。日
本食レストランのASEAN進出も目
覚ましく、タイの情報誌「DACO THAI」
編集部の結城麗雄さんは、「タイ国
内だけでも、モスバーガー（ファスト
フード）、丸亀製麺（うどん）、大戸屋

（定食）、すき屋（牛丼）など日本発
の外食チェーンが展開され、大人気」
と語る。さらに「日本食レストランに
ついては、日本資本の店だけでなく
現地経営の店も数多くあり、区別は
できない状態」と日本アセアンセン
ターのダナンジャヤさん。それだけ日
本食はASEAN諸国で定着している
ともいえる。

　食以外にも、日本ブランドの
ASEAN進出は進んでいる。たとえ
ばダイソー（100円ショップ）は
ASEAN主要6ヵ国すべてに、ユニク
ロ（アパレル）はタイ、シンガポール、
マレーシア、フィリピンに出店済み。
セブンイレブン（コンビニ）はタイ国
内だけで7000店近くが展開されて
いて、各国でなじみのある存在とな
っている。なお日本製品は高品質と
のイメージは根強いが、トレンド感と
いう点では、韓国ブランドに押され
る傾向もあるようだ。
　カルチャー系では、タイで「ドラえ
もん」が国民的アニメになっている
ほか、「ワンピース」などの新しい作
品も放映。テレビドラマでは、1980
年代の放映以来再放送が繰り返さ
れている「おしん」が、今秋の映画
化に伴い各国で公開が予定されてい
る。

ASEAN Hot Topics

1

DACO THAI 編集部
結城麗雄さん
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が
よ
り
深
く
浸
透
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

続
い
て
表
５
は
、
旅
先
を
決
め
る
際
、

日
本
以
外
の
国
を
検
討
し
た
か
ど
う
か

を
尋
ね
た
結
果
。
比
較
し
て
い
な
い
＝

最
初
か
ら
日
本
に
来
る
と
決
め
て
い
た

人
も
全
体
の
３
割
近
く
を
占
め
る
が
、

比
較
検
討
し
た
場
合
の
上
位
に
挙
が
っ

た
の
は
東
ア
ジ
ア
の
各
地
域
。
と
り
わ

け
韓
国
は
、
３
ヵ
国
と
も
３
割
以
上
が

訪
日
旅
行
と
比
較
検
討
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
数
年
、
Ｋ
-Ｐ
Ｏ
Ｐ
や

韓
流
ド
ラ
マ
な
ど
の
韓
国
カ
ル
チ
ャ
ー

が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
積
極
的
に
進
出

し
、
存
在
感
を
示
し
て
い
る
影
響
だ
ろ

う
か
。
訪
日
旅
行
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル

が
韓
国
で
あ
る
こ
と
は
、
今
後
も
し
っ

か
り
意
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

最
終
的
に
行
き
先
を
日
本
に
決
め
た

理
由
と
し
て
は
、
各
国
と
も
に
「
魅
力

的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
っ
た
か
ら
」

が
高
い
。「
き
っ
か
け
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
食
や
自
然
・
風
景
の
持
つ
力
と

も
言
え
そ
う
だ
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
長
期
休
暇
の
あ
る
５
～
６
月
や

10
～
11
月
が
、
日
本
で
は
新
緑
や
紅
葉

の
時
期
に
当
た
る
か
ら
か
、
季
節
的
な

理
由
も
上
位
に
。
国
別
に
見
る
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
直
行
便
が

あ
る
こ
と
な
ど
も
他
の
２
国
と
比
べ
て

大
き
な
動
機
と
な
っ
て
い
た
。

最
大
の
ラ
イ
バ
ル
＝
韓
国

表6	 訪日旅行の他国比較でのメリット【国別】
	 （ベース：訪日計画時に日本と他の国を比較検討し、
 日本を選択した人、複数回答、ウェイトバックあり） （単位：％）

魅力的な観光コンテンツがあったから
休暇の季節と旅行内容が合っていた
滞在期間がちょうどよい
価格的にちょうどよい
話題になっていた、流行っていたから
買いたいものがあった
治安がよいから
同行者に行きたいと言われたから
LCC、直行便などが就航しているから
時差が少なかった、近かった
何度も行って、慣れているから
ビザ申請の手間がない、少ないから
言葉が通じるから
その他

全体 シンガポール タイ マレーシア
58.0 

39.0 

38.0	

30.8	

28.6	

23.1	

32.6	

29.7	

11.6	

16.8	

9.7	

8.2	

6.2	

3.8	

64.5 

54.2 

40.2	

42.5	

49.6 

35.4	

40.4	

31.7	

31.6	

16.5	

19.7	

19.8	

19.3	

3.0	

61.1	

41.6	

39.8	

37.8	

36.7	

33.0	

31.4	

26.5	

14.4	

14.1	

11.9	

11.6	

10.4	

2.5	

2 2

3

3

第1位 第1位

表4	 直近の日本旅行のきっかけ【年代別】
 （全体／複数回答、ウエイトバックあり） （単位：％）

日本の食事
日本の自然や風景
日本のライフスタイル
日本の伝統的な文化
日本のファッション
日本の製品・電子機器
日本人の気質や人柄
日本の芸術
日本のアニメや漫画
日本の建築
日本の経済・産業
日本人の友人・知人
日本のドラマや映画
日本のテレビ番組
日本の雑誌やWebの情報誌
日本の震災復興の支援
その他
特にない

全体 20～29歳 30～39歳 50～59歳
58.5 
53.0 
46.1 
41.9	

37.9	

27.9	

24.6	

29.4	

30.5	

20.9	

16.4	

16.1	

19.5	

17.3	

11.1	

6.0	

4.7	

1.8	

55.4 
58.5 
51.1 
45.4	

36.0	

30.6	

31.1	

24.3	

21.1	

21.2	

20.6	

18.2	

17.6	

16.3	

14.0	

7.4	

4.2	

2.0	

61.5 
63.2 
47.7 
41.0	

20.5	

29.4	

19.7	

17.2	

9.3	

20.3	

14.8	

19.6	

7.6	

8.8	

7.7	

9.6	

12.1	

2.0	

56.7 
55.9 
47.9 
44.0	

34.6	

29.1	

28.0	

25.7	

23.1	

20.6	

18.3	

17.8	

16.4	

15.2	

11.5	

7.1	

4.9	

2.1	

2 2

2 2

3 3 3 3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

第1位 第1位
第1位 第1位

全体 シンガポール タイ マレーシア
比較していない（訪日時には、日本以外は検討していない）

韓国

中国

台湾

香港・マカオ

シンガポール

オーストラリア

イギリス

タイ

アメリカ合衆国（本土）

マレーシア

39.1

32.3 
11.9	

20.7 
13.5 
4.5	

8.0	

4.4	

4.7	

5.1	

3.3	

20.6

35.9 
27.9 
14.3 
11.1	

10.4	

4.9	

6.7	

6.7	

4.6	

3.2	

21.2

34.0 
20.0 
22.0 
16.7	

14.8	

7.8	

7.4	

5.4	

4.9	

8.1	

27.8	

34.1	

20.0	

18.5	

13.2	

9.1	

6.7	

6.0	

5.7	

4.8	

4.3	

表5	 訪日旅行（過去3年間）の際に検討した国
	 上位10ヵ国【国別】（全体／複数回答） （単位：％）

2

2

2

3

3

3

第1位 第1位 第1位
2

3

4

5

6

7

8

9

10

第1位

調査概要
調査名
訪日外国人調査（タイ、シンガポール、マレーシア）

調査方法
インターネットによる調査

調査目的
調査対象国における、訪日観光者の行動や意識の
実態、また訪日についての評価を把握する。
・各地域における訪日旅行者誘致の施策のための
基礎情報とする。

調査時期
2013年1月11日（金）〜1月29日（火）

調査対象
□過去3年以内に日本の代表的なエリアを旅行した
ことのある、20〜59歳の男女
□調査対象国：タイ、シンガポール、マレーシア
□調査対象エリア：　対象国からの訪日観光者にお
ける都道府県別の訪問率をベースに代表的な観光
地を抽出（JNTO「訪日外客訪問地調査」を参考）

調査内容
調査内容過去3年間での訪日旅行経験の有無、訪
問先エリア、訪問先での実施事項、実施事項の満
足度、再来日時の希望事項などを主に聴取
＊訪日旅行は、一回分の旅行の実態について聴取し
ており、複数回の来日経験者では直近の旅行経験
について 尋ねている。
＊訪問先エリアは、代表的な観光エリア46箇所（以
下表参照）を取り上げ、訪問エリアごと訪問理由、行
動体験、　満足度などを聴取している。
＊複数エリアを訪問している場合には、滞在期間の
長かったエリア（上位2箇所）について聞いている。

回収数
2,117件（タイ：705件、シンガポール： 706件、マレ
ーシア： 706件）対象エリアのうち特定のエリアにつ
いては、優先度を設定し優先的に回収

エリア分け（カッコ内はエリア別比較の対象エリア）
登別、札幌、函館、小樽、富良野（北海道）／仙
台／秋葉原、銀座、渋谷、新宿、お台場、その他
東京（東京）／成田、幕張、東京ディズニーリゾート、
舞浜、鴨川（千葉・舞浜）／横浜（横浜）／富士・
河口湖（富士・河口湖）／箱根、熱海、伊豆（箱根・
熱海・伊豆）／名古屋（名古屋）／白川郷・飛騨高
山／金沢／加賀／能登半島／富山／福井／奈良／
大阪（大阪）／京都（京都）／神戸／有馬／広島／
高知／香川・高松／徳島／直島／瀬戸内諸島、福
岡、長崎、別府、湯布院、九州その他のエリア、沖
縄（九州・沖縄）

集計
□エリア別の集計を行うため、46エリアを16に分類
しなおし、各国30サンプル以上の回収を行っている
エリアをエリア別比較の対象としている。（10エリア
が該当）
□回収時に特定エリアについて優先度を設定したた
め、各国および3ヵ国合算での全体データを算出す
る際には、ウエイトバックを行っている。
ウエイトバックは、以下の２つの方式で行った。
A. 国別ウエイトバックには、スクリーニングにおける
自然回収時のエリア分布を鑑み、ウエイト値を設定し
ている。
B. 各国の結果よりASEAN全体として全体値を算
出する際には、JNTO「訪日外客訪問地調査」の過
去3年間の統計 を元に国別の訪日旅行者の分布を
算出し、ウエイト値を設定している。
□訪問先ごとの集計（回答者一人あたり2訪問先ま
で回答）を行っていることから、訪問先エリアごとに
みているもの については集計母数が異なる。本リリ
ース内では、図表の冒頭に【訪問地単位集計】とし
て表記している。

40～49歳

2

3

第1位 55.0 
53.3 
43.4	

45.9  
27.9	

27.8	

29.5	

23.7	

16.9	

18.2	

17.5	

20.1	

9.2	

9.4	

7.1	

7.6	

5.0	

3.0	

2

3

第1位

2

3

第1位 61.3 

36.3	

41.0 

40.5 

35.4	

39.0	

25.5	

21.2	

6.8	

10.8	

9.2	

9.6	

8.5	

1.3	
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訪
日
旅
行
の
目
的
と
、
満
足
度
を
聞
い
て
み
る
と
、

日
本
ら
し
い
食
、
四
季
の
自
然
、
日
本
旅
館
な
ど
の
「
日
本
ら
し
さ
」
を

楽
し
ん
で
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
観
光
客
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

食
、街
歩
き
、買
い
物
の
満
足
度
が
高
い

東
ア
ジ
ア
市
場
と
の
相
違
点
は
京
都
の
高
評
価

調査報告　

訪
日
旅
行
全
体
の
目
的
ト
ッ
プ
３
は

「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
」「
街
歩
き
、

都
市
散
策
」「
買
い
物
、ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」

（
表
７
「
全
体
」
の
項
）。
京
都
や
北
海

道
で
の
「
食
」
の
ス
コ
ア
の
高
さ
は
、

伝
統
的
な
和
食
や
海
の
幸
な
ど
、
日
本

な
ら
で
は
の
食
へ
の
期
待
を
感
じ
さ
せ

る
。
ま
た
京
都
で
は
、
東
京
、
大
阪
な

ど
と
並
ん
で
「
街
歩
き
」
の
ス
コ
ア
も

高
い
。
い
わ
ゆ
る
都
会
の
街
並
み
を
楽

し
む
の
と
は
別
に
、
日
本
の
歴
史
的
街

並
み
に
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。「
買
い
物
」
に
つ
い
て
は

東
京
が
他
エ
リ
ア
と
比
べ
て
非
常
に
高

く
、
こ
れ
が
「
買
い
物
」
の
全
体
順
位

を
引
き
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

訪
問
地
エ
リ
ア
別
に
特
徴
的
な
ポ
イ

ン
ト
を
見
て
い
く
と
、
北
海
道
は
「
食
」

に
次
い
で
「
温
泉
・
露
天
風
呂
」
が
高

く
、「
ス
キ
ー
」も
１
割
強
。京
都
の「
食
」

は
「
名
所
観
光
」
を
押
さ
え
て
訪
問
目

的
の
１
位
と
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目

だ
。
九
州
・
沖
縄
で
は
「
食
」
に
次
い

で
「
名
所
観
光
」「
花
見
や
紅
葉
な
ど

の
自
然
鑑
賞
」
が
高
い
ほ
か
、「
宿
泊

施
設
で
の
滞
在
」、「
ア
ウ
ト
ド
ア
（
海

水
浴
、
釣
り
、
登
山
）」
の
数
値
が
全

エ
リ
ア
中
最
も
高
く
な
っ
た
。
そ
の
他

千
葉
・
舞
浜
で
は「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」が
、

箱
根
・
熱
海
・
伊
豆
で
は
「
花
見
や
紅

葉
な
ど
の
自
然
鑑
賞
」
が
全
エ
リ
ア
中

で
も
最
も
高
く
な
る
な
ど
、
エ
リ
ア
ご

と
に
異
な
る
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
て
い

る
様
子
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

満
足
度
を
見
る
と
、全
体
で
は
満
足
・

計
（
非
常
に
満
足
、
満
足
）
が
99
％
で
、

「
非
常
に
満
足
」
は
52
％
（
表
８
「
総

合
満
足
度
」「
全
体
」
の
項
）。
エ
リ
ア

別
総
合
満
足
度
で
は
、
京
都
が
「
非
常

に
満
足
」
62
％
で
、
10
エ
リ
ア
中
ト
ッ

プ
。
項
目
別
に
み
る
と
食
、
観
光
、
買

い
物
、
お
も
て
な
し
で
10
エ
リ
ア
中
ト

主
な
目
的
は
食
、街
歩
き
、買
い
物

エ
リ
ア
ご
と
の
違
い
も
目
立
つ

満
足
度
で
は
京
都
が
ト
ッ
プ
。

「
日
本
ら
し
さ
」が
喜
ば
れ
て
い
る

美味しいものを食べる

街歩き、都市散策

買い物、アウトレット

世界遺産、
名所旧跡の観光
花見や紅葉などの
自然鑑賞
テーマパーク

（遊園地､動物園､博物館など）

温泉や露天風呂を楽しむ

宿泊施設での
滞在を楽しむ
伝統文化や体験プログラム

（果物狩り、伝統文化体験など）
お祭りやイベントへの
見物、参加
アウトドア

（海水浴、釣り、登山）
日本の友人、
知人を訪ねる
自国の友人、
知人を訪ねる
スキー、スノーボード、
マリンスポーツ

ドライブ、ツーリング

スポーツ観戦や芸能鑑賞
（コンサート等）
その他スポーツ

（ゴルフ、テニス）

この中にはない

全体順位 北海道 東京 千葉・
舞浜 横浜 富士・

河口湖
箱根・熱海
伊豆 名古屋 大阪 京都 九州・

沖縄

41.0	

22.5	

21.3	

24.0	

23.6	

12.4	

28.1	

12.9	

14.1	

8.6	

9.6	

6.2	

7.1	

11.1	

4.7	

5.3	

2.4	

1.3	

39.8	

36.3	

42.8	

22.0	

16.8	

17.9	

12.5	

11.7	

8.6	

8.2	

6.3	

8.5	

6.7	

3.5	

4.1	

3.0	

1.5	

1.2	

31.6	

25.2	

22.7	

22.1	

20.4	

39.2	

13.1	

14.3	

9.5	

10.2	

4.9	

6.4	

4.8	

2.7	

5.0	

3.9	

0.8	

0.3	

31.9	

32.6	

25.6	

30.1	

23.0	

24.1	

15.5	

8.5	

10.1	

9.1	

8.0	

11.6	

9.2	

4.9	

3.4	

2.7	

1.1	

1.0	

33.2	

23.1	

25.5	

31.5	

30.5	

16.2	

21.9	

14.9	

9.9	

5.0	

10.4	

6.2	

4.6	

6.2	

2.4	

3.7	

0.9	

0.8	

27.2	

27.1	

20.2	

25.4	

30.8	

16.5	

27.3	

12.2	

9.3	

8.8	

11.6	

5.0	

5.2	

4.1	

6.0	

7.8	

3.7	

0.9	

36.1	

27.9	

23.2	

30.0	

24.0	

19.6	

20.7	

9.5	

9.1	

6.8	

6.1	

6.7	

10.1	

4.0	

4.7	

7.6	

2.9	

1.2	

40.5	

37.5	

26.2	

37.9	

24.1	

23.4	

15.7	

10.6	

9.6	

5.7	

5.9	

7.0	

4.6	

3.2	

5.0	

3.2	

1.6	

1.7	

44.1	

39.0	

23.5	

40.0	

28.4	

14.9	

16.5	

12.0	

12.5	

7.0	

5.8	

5.3	

3.5	

2.2	

3.1	

2.1	

1.0	

1.4	

37.7	

20.2	

21.1	

33.2	

26.3	

19.3	

19.0	

15.9	

12.9	

10.1	

11.6	

7.2	

7.9	

5.9	

4.4	

4.7	

1.4	

0.6	

37.2	

30.2	

29.1	

27.2	

22.2	

18.7	

17.8	

12.4	

10.6	

8.0	

7.3	

7.2	

6.2	

5.0	

4.5	

3.8	

1.8	

1.2	

表7	 訪問地を訪れた目的【エリア別】	（全体／３つまでの複数回答） （単位：％）

第1位
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

日本の
楽しみ方

全体と比較して5ポイント以上高い項目に網掛けをした
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ッ
プ
と
な
り
、
横
浜
は
写
真
・
ビ
デ
オ

撮
影
向
け
の
景
色
や
宿
泊
施
設
で
、
多

言
語
対
応
が
進
む
九
州
・
沖
縄
は
「
観

光
地
で
の
分
か
り
や
す
い
移
動
を
楽
し

む
」
で
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
旅
行
中
に「
実
施
し
た
こ
と
」

の
う
ち
、
最
も
満
足
度
が
高
か
っ
た
の

は
「
花
見
、
紅
葉
、
雪
景
色
な
ど
季
節

の
風
景
を
見
る
」で
68
％
。次
い
で「
日

本
式
旅
館
に
泊
ま
る
」
が
67
％
、「
農

村
や
田
園
風
景
を
見
る
」
が
66
％
と
、

総
じ
て
日
本
ら
し
さ
の
感
じ
ら
れ
る
風

景
や
体
験
の
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
分

か
る
。
エ
リ
ア
別
に
見
る
と
京
都
の
満

足
度
が
高
く
、
全
体
１
位
の
「
季
節
の

風
景
」
で
は
82
％
、
全
体
３
位
の
「
農

村
・
田
園
風
景
」
で
も
83
％
と
と
も
に

全
エ
リ
ア
中
ト
ッ
プ
。
同
じ
ア
ジ
ア
で

も
、
京
都
へ
の
関
心
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
東
ア
ジ
ア
の
訪
日
客
と
は
違
っ
た

傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

国
別
に
み
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
全
体
に
食
に
関
す
る
満
足
度
が
高
く
、

タ
イ
で
は
「
日
本
の
城
」、
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
「
都
市
」「
世
界
遺
産
」
の
満

足
度
も
高
か
っ
た
（
表
10
）。

　マレーシアでは国民の6割がムスリム
（イスラム教徒）。さらに世界最大のム
スリム人口を抱えるインドネシアも今後
訪日客増が予想され、食習慣の違いに
対しての知識が必要とされそうだ。
　ムスリムが口にできない代表的な食
材は豚肉やアルコール。厳密にはさら
に「法に則って処理された」「加工や流
通過程で汚染されていない」などの条
件を満たしたものが「ハラル」とされ、
許可された食事となる。すべての条件
を満たす難題に取り組むホテルや旅行
会社もあるが、一方で「イスラム国でな
い日本には、寛大な気持ちで訪れるム
スリムも多い」と日本アセアンセンター
の神田さん。また同じ国の人であっても、
人によってそれぞれ寛容度は異なる。「醤
油に含まれるアルコールもNGという人
もいますが、旅行中そこまでは気にしな
いという人も。むしろ『ハラル』といえ
ないものを『ハラル』と表示することが
問題です」。たとえば豚肉不使用のメニ

ューを用意したが、加工や流通までは
管理できていないなら、「ハラル」では
なく「豚肉不使用」あるいは「ムスリム
フレンドリー」のように表示する。これ
で人によっては十分納得して楽しんでも
らえるのだ。「用心深くなりすぎてせっか
くの日本食を提供できないのは残念。
知識は持っておき、あとは個々のお客
さんとのやりとりで解決できるはずで
す」（神田さん）
　日本アセアンセンターのWebサイト
ではムスリム観光客に関するデジタル
コンテンツも公開中だ。

食のほか、お祈り等への対応情報も提供。
www2.asean.jp/muslim

表9	 訪問地で実施して「非常に満足した」こと【エリア別】
 （当該行為を実施した訪問のみ／単一回答） （単位：％）

花見、紅葉、雪景色など
季節の風景を見る

日本式旅館に泊まる

農村風景や
田園風景を見る

ローカルフードを食べる

海や山などの
自然の景色を見る
刺身、寿司などの
生ものの日本食を食べる
和牛や豚肉の
料理を食べる

世界遺産に行く

日本の城を観る

アウトドアスポーツ

全体 北海道 東京 名古屋 大阪 京都 九州・
沖縄

64.7	

62.6	

64.4	

67.6	

59.7	

64.7	

71.0	

48.0	

44.8	

71.0	

62.3	

56.3	

59.1	

61.9	

62.0	

64.1	

57.4	

66.4	

67.5	

52.6	

64.6	

74.9	

64.1	

67.6	

60.1	

67.1	

68.1	

73.0	

57.3	

52.4	

74.5	

73.9	

64.7	

67.8	

68.8	

71.4	

61.3	

64.4	

73.6	

69.9	

68.0	

66.7	

66.1	

65.9	

65.9	

65.6	

64.4	

63.8	

63.0	

62.4	

順位

第1位
2

3

4

5

6

7

8

9

10

全体のトップ10位について主なエリアを抜粋して表示。各項目別に、表示されていない４エリアも含む全11エリア
中最も高いエリアに網掛けをした

67.3	

87.0	

78.1	

68.5	

66.3	

65.2	

67.2	

63.8	

65.2	

66.6	

82.1	

80.1	

82.9	

71.2	

69.6	

69.5	

73.3	

80.6	

68.2	

74.0	

イスラム教国の食、
「ハラル」について

ASEAN Hot Topics

2

シンガポール
刺身、寿司などの生ものの日本食を食べる
農村風景や田園風景を見る
ローカルフードを食べる
アウトドアスポーツ
和牛や豚肉の料理を食べる
テーマパーク（遊園地、動物園、博物館など）に行く

64.9	

63.9	

63.2	

62.3	

60.1	

60.1	

2

3

4

5

5

第1位

タイ
日本式旅館に泊まる
花見、紅葉、雪景色など季節の風景を見る
農村風景や田園風景を見る
日本の城を観る
海や山などの自然の景色を見る

79.8	

76.6	

75.0	

71.7	

71.4	

2

3

4

5

第1位

マレーシア
海や山などの自然の景色を見る
花見、紅葉、雪景色など季節の風景を見る
都市を観光、散策する
和牛や豚肉の料理を食べる
世界遺産に行く

68.5	

68.2	

66.2	

65.5	

64.7	

2

3

4

5

第1位

表10	訪問地で実施して
	 「非常に満足した」こと上位5位【国別】
 （当該行為をした訪問のみ／単一回答） （単位：％）

表8	 訪問エリアの満足度【国別】
 （ベース： 観光地単位地域別 訪問件数、単一回答、ウエイトバックあり） （単位：％）

総合満足度

旅行地での飲食を楽しむ
現地での写真やビデオ撮影を楽しむ
観光地での気持ちのよいもてなしを楽しむ
宿泊施設を除く、観光地での活動・アクティビティを楽しむ
旅行地での買い物を楽しむ
宿泊施設の利用や滞在を楽しむ
観光地での分かりやすい移動を楽しむ

全体 京都 大阪 横浜 九州・沖縄
100.0	
62.0	
63.9	
58.3	
62.3	
57.2	
56.4	
51.8	
47.8	

98.3	
59.0	
57.6	
55.6	
55.4	
50.7	
46.7	
44.4	
47.6	

97.1	
56.6	
55.9	
64.4	
59.9	
55.0	
54.9	
57.1	
48.8	

99.0	
51.9	
51.3	
50.8	
50.8	
49.0	
46.6	
45.8	
42.3	

満足・計
非常に満足

エリア別で最も満足度の高かった項目に網掛けをした。

99.6	
54.2	
56.6	
51.6	
57.5	
56.0	
47.7	
53.4	
50.1	
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訪
日
旅
行
の
満
足
度
を
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

「
実
施
し
た
こ
と
」
と
「
次
回
実
施
し
た
い
こ
と
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
注
目
。

結
果
と
し
て
見
え
て
き
た
の
は
「
四
季
」
や
「
日
本
ら
し
さ
」
へ
の
ニ
ー
ズ
だ
。

「
日
本
ら
し
い
生
活
体
験
」
が
リ
ピ
ー
ト
の
カ
ギ
！

露
天
風
呂
、
四
季
、
旅
館
、
城
、
祭
り
…
…

調査報告
　

こ
こ
ま
で
は
実
際
に
実
施
さ
れ
た
訪

日
旅
行
の
デ
ー
タ
を
見
て
き
た
が
、
最

後
に
「
次
回
実
施
し
た
い
こ
と
」
に
つ

い
て
も
見
て
お
こ
う
。
と
い
う
の
も
、

訪
日
旅
行
中
の
実
施
率
は
低
い
が
、「
次

回
実
施
し
た
い
こ
と
」
と
し
て
支
持
を

集
め
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
今
後
の

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
向
け
た
有
力
コ
ン

テ
ン
ツ
と
な
り
得
る
か
ら
だ
。

　

図
４
で
は
、訪
日
旅
行
経
験
者
に「
次

回
実
施
し
た
い
こ
と
」
を
聞
き
、
そ
の

比
率
が
高
い
順
に
並
べ
つ
つ
、
す
で
に

「
実
施
し
た
こ
と
」
と
比
較
し
て
み
た
。

「
次
回
実
施
し
た
い
」ト
ッ
プ
３
は
、「
露

天
風
呂
・
大
浴
場
に
入
る
」「
ロ
ー
カ

ル
フ
ー
ド
を
食
べ
る
」「
日
本
風
の
お

土
産
や
お
菓
子
な
ど
を
買
う
」。
こ
れ

ら
も
当
然
重
要
だ
が
、
よ
り
注
目
し
た

い
の
は
、
４
位
の
「
花
見
、
紅
葉
、
雪

景
色
な
ど
季
節
の
風
景
を
見
る
」、
５

位
の
「
日
本
式
旅
館
に
泊
ま
る
」
な
ど
、

「
次
回
こ
そ
！
」
と
思
わ
れ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
重
要
性

次回への
期待

露天風呂・大浴場に入る

ローカルフードを食べる（ラーメン、そば、たこやきなど）

日本風のお土産やお菓子などを買う

花見、紅葉、雪景色など季節の風景を見る

日本式旅館に泊まる

新幹線の利用

刺身、寿司などの生ものの日本食を食べる

海や山などの自然の景色を見る

旅館や観光施設の人のホスピタリティを経験する

入浴ではない温泉体験をする（足湯や砂風呂など）

日本の城を観る

古い歴史的な街並みを観光する、散策する

地元の一般の日本人と話をする

和牛や豚肉の料理を食べる

お祭りやイベントを見物、参加する

都市を観光、散策する

農村風景や田園風景を見る

スーパーや雑貨店で日用品を買う

世界遺産に行く

テーマパーク（遊園地、動物園、博物館など）に行く

ブランド品や宝飾品を買う

寺社仏閣に行く

日本酒や焼酎など日本の酒類を飲む

スイーツやお菓子を食べる

家庭的な民宿やペンションに泊まる

ホテルに泊まる

レンタカーの利用

アウトドアスポーツ（ゴルフ、スキー、海水浴、登山など）

友人・知人を訪ねる

自国風の料理（タイ料理、中華料理等）食べる
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図4	 訪日旅行で「次回実施したいこと」（「実施したこと」との比較）
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「実施したこと」の結果は 訪問地単位集計
（N=3,219）であり、「次回実施したいこと」（全
体集計、N=2,117）とはベースが異なる。「次
回実施したいこと」が高く、かつ両者の差が
大きい項目を赤字で示した

次回実施したいこと
実施したこと
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実
施
率
が
低
く
、
次
回
実
施
意
向
が
高

い
も
の
。
１
位
の
「
露
天
風
呂
・
大
浴

場
に
入
る
」
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入

る
が
、
11
位
の
「
日
本
の
城
を
観
る
」

や
15
位
の
「
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

物
、
参
加
す
る
」
も
当
て
は
ま
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
訪
日
客
も
、

初
回
は
成
田
・
羽
田
空
港
や
関
西
空
港

か
ら
入
国
し
、
京
都
、
名
古
屋
、
富
士

山
、
東
京
な
ど
太
平
洋
側
を
通
る
、
い

わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
人
が
多
い
。
２
回
目
以
降

は
、
そ
う
い
っ
た
ツ
ア
ー
に
は
な
い
、

よ
り
深
い
日
本
体
験
を
求
め
て
い
る
と

い
う
見
方
も
で
き
そ
う
だ
。「
露
天
風

呂
・
大
浴
場
」
に
つ
い
て
は
、
公
衆
浴

場
の
文
化
が
な
い
国
で
は
、
初
回
は
見

る
だ
け
で
入
浴
し
な
い
人
も
多
く
実
施

率
が
低
い
が
、
次
回
実
施
意
向
の
高
さ

を
考
え
る
と
、
訪
日
経
験
を
重
ね
る
う

ち
、
よ
り
本
格
的
な
温
泉
体
験
を
楽
し

む
人
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、「
次
回
」
の
訪
日
旅
行
に
つ

い
て
の
意
向
を
国
別
、
ス
ポ
ッ
ト
別
に

み
た
の
が
表
11
だ
。
全
体
１
位
は
富
士

「
四
季
」や
「
日
本
ら
し
さ
」で

リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
べ
る
？

山
。
初
回
の
訪
日
旅
行
＝
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
で
す
で
に
目
に
し
て
い
る
人
も

多
い
は
ず
の
富
士
山
だ
が
、
次
回
も
行

き
た
い
意
向
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

「
本
格
的
に
訪
ね
た
い
」、あ
る
い
は「
登

り
た
い
」
と
い
う
意
向
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
国
別
に
見
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
、
北
海
道
の
「
雪
ま
つ
り
」「
富

良
野
」
が
同
率
１
位
。
マ
レ
ー
シ
ア
で

も
「
富
良
野
」
が
１
位
と
な
り
、
タ
イ

で
は
「
富
士
山
」
が
１
位
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
上
位
に
挙
が
っ
た
ス
ポ
ッ
ト

を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
雪
景
色
や
桜
、

紅
葉
な
ど
、
日
本
な
ら
で
は
の
四
季
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
が
並
び
、「
日
本
ら

し
さ
」
へ
の
ニ
ー
ズ
を
感
じ
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
。
同
時
に
「
会
津
若
松
城
」

や
「
兼
六
園
」
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
で
の
知
名
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

ス
ポ
ッ
ト
が
支
持
を
集
め
た
こ
と
を
考

え
る
と
、有
名
観
光
地
な
ら
ず
と
も「
四

季
」
や
「
日
本
ら
し
さ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
を
誘
致
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　ASEAN諸国からの個人旅行の
割合はまだ低く、シンガポールを除
くと訪日客の多くはツアー客。そこ
で各国のツアー傾向について、訪
日旅行客に特化し、ASEAN諸国
のツアー取扱いでも急成長を見せ
ているランドオペレーター「Freeplus 
Travel」代表取締役の須田健太郎
さんに聞いてみた。「まずタイの定
番はゴールデンルートですが、日本
の四季、とりわけ雪が珍しいので
北海道も人気。5月は黒部立山ア
ルペンルートも人気が出てきまし
た。マレーシアはムスリムのイメー
ジがありますが、中国系の人も多く、
実際ハラルを求められる案件は多
くないのが現状。フィリピンとイン
ドネシアからはテーマパークを含む

ツアーが人気で、ベトナムとミャン
マーは『メイドインジャパン』の買
い物にこだわる傾向があります。ち
なみに日本で販売するオプショナ
ルツアーは、価格が高く感じられ
るせいかあまりニーズがありませ
ん」。こうした定番に加え、すでに
リピーターが生まれつつあるタイな
どに向けては、関西〜和歌山をた
どる新ルートなどの開発にも着手し
ているという。「今後伸びそうだと
思うのはインドネシア。しかし現状
では日本からASEAN諸国へのア
プローチがまだまだ少ないため情
報不足で、現地からも『もっと展
示会に来てほしい』という声が上
がっています」。
　次ページでは、実際にJRCが現
地代理店やランドオペレーターと
協力して実施したタイ人訪日ツアー
についても紹介。ツアー作りのプ
ロセスを参考にしていただきたい。

表11	次回行きたいエリア・ランキングトップ10【国別】
	 （ベース:再来日意向者、複数回答） （単位：％）

山梨県・静岡県／富士山
北海道／雪まつり
北海道／富良野
石川県／兼六園
福島県／会津若松城
京都府／清水寺
岐阜県／白川郷・飛騨高山
富山県／立山・黒部
沖縄県／ビーチリゾート
大阪府／都市部

全体 シンガポール タイ マレーシア
38.3	

40.1	

40.1	

28.2	

24.5	

24.8	

25.5	

25.0	

24.3	

24.0	

41.4	

36.9	

29.7	

37.2	

38.6	

33.4	

30.2	

30.8	

32.2	

29.2	

35.7	

35.3	

39.1	

35.4	

30.7	

26.1	

28.8	

26.9	

25.6	

27.4	

39.0	

37.7	

35.8	

33.4	

31.5	

28.5	

28.1	

27.8	

27.7	

26.8	
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ASEAN諸国向け
人気ツアーの傾向は？

ASEAN Hot Topics

3

株式会社フリープラス
代表取締役
須田健太郎さん
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
旅
行
者
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域
に
は
何
が
で
き
る
か
？

Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
企
画
し
た
タ
イ
か
ら
の
訪
日
ツ
ア
ー
の
実
施
の
様
子
を
お
伝
え
し
つ
つ
、

地
域
主
導
の
「
体
験
」
コ
ン
テ
ン
ツ
が
感
じ
さ
せ
た
可
能
性
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

食
や
文
化
の
体
験
が
満
足
度
を
上
げ
る

「
日
本
の
生
活
体
験
」を
ど
こ
ま
で
換
金
化
で
き
る
か
？

実証報告

ツアー
レポート

　

今
回
企
画
し
た
の
は
タ
イ
発
の
九
州

ツ
ア
ー
。
タ
イ
人
訪
日
客
に
は
、
東
京
、

大
阪
や
、
雪
の
見
ら
れ
る
地
域
が
人
気

だ
が
、
そ
の
分
九
州
に
は
「
新
た
な
旅

先
」
と
し
て
の
開
発
余
地
が
あ
る
。
そ

こ
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
、
柱
の
一
つ
に
据
え
た
の
が

「
食
」。
調
査
で
わ
か
っ
た
日
本
食
へ
の

関
心
の
高
さ
に
加
え
、
と
く
に
九
州
に

は
タ
イ
人
客
の
好
む
味
が
多
い
か
ら
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
地
旅
行
会
社
が
訪
日

ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
訪
問
先
は
、
消
費

者
に
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
有
名
な
、
か

つ
無
料
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
偏
り
が
ち
。

各
種
体
験
は
、
訪
日
客
に
と
っ
て
は
地

元
の
人
と
触
れ
合
う
機
会
と
な
り
、
地

元
に
と
っ
て
は
印
象
に
残
せ
る
有
力
コ

ン
テ
ン
ツ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ツ
ア
ー
化

さ
れ
に
く
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
知

ら
れ
ざ
る
日
本
」
へ
の
ニ
ー
ズ
を
発
掘

す
る
べ
く
、
事
前
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
ツ
ア
ー
内
容
を
検
討
（
詳
細

は
下
の
コ
ラ
ム
を
参
照
）。
ツ
ア
ー
の

二
つ
め
の
柱
と
し
て
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
を
組
み
込
ん
で
み
た
。

九
州
＝
新
し
い
訪
問
先
と
と
ら
え

リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
ツ
ア
ー
を
企
画

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ツ
ア
ー
に
組

み
込
ん
だ
の
が
大
分
県
杵き

つ
き築

市
で
の
着

付
け
体
験
だ
。
杵
築
市
観
光
協
会
で
は
、

江
戸
情
緒
の
残
る
武
家
屋
敷
街
の
一
角

で
、
直
営
の
き
も
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ

プ
「
和
楽
庵
」
を
運
営
。
旅
行
者
は
好

き
な
き
も
の
を
選
ん
で
着
付
け
て
も
ら

い
、
街
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
治
体
ぐ
る
み
で
の
訪
日
客
対
応
に
も

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
て
、
ノ
ウ
ハ

ウ
も
豊
富
。
た
と
え
ば
、
予
備
知
識
の

な
い
訪
日
客
で
も
楽
し
め
る
よ
う
、
待

ち
時
間
に
行
う
レ
ク
チ
ャ
ー
で
も
、
詳

地
元
の
人
と
触
れ
合
い
な
が
ら
の

「
キ
モ
ノ
体
験
」
の
満
足
度
は
高
い

　九州にタイ人客を呼ぶにあたり、ターゲットはすでに日本を訪れた経験
のあるリピーターに設定。タイからの初回訪問先は圧倒的に東京、大阪、
北海道が多く、それらを訪問済みの人たちが「次の行き先」として九州に
興味を持つと想定した。（実際の参加者も全員がリピーターだった）
　タイ人客の関心が高いのは日本食だが、リピーター対象となれば工夫
が必要。幸い九州には、タイ人にも人気の高い「甘じょっばい」味の料
理が多いため、これらを「いろいろ食べられる」ことをコンセプトとした。
また、地域に愛着を持ってもらえるコンテンツとして「体験」を重視。こ
れらの要素を盛り込みつつJRCとタイの情報誌「DACO THAI」が以下
の手順でツアーを企画、実施した。

ツアー名 AMAZING KYUSHU
 毎日が食べ放題！ 九州満喫グルメツアー

価格	 4万9000バーツ（約17万円）
※3泊4日、食事、体験等すべて込み　※モニターツアーではなく一般ツアーとして販売

訪日旅行商品販売までのプロセス

「身振り手振りのコミュニケーション
でOK」としつつも、基本言語での
情報提供は徹底している杵築市の
観光パンフレット

参加者自らオプション（+100円）の花かんざしを追加する
など盛り上がった着付け体験

簡単な英語だがユーモアを交えたレクチャーに笑顔のツア
ー参加者。日本基準の高いホスピタリティが喜ばれていた

あいにくの雨も、タイ人客に
とっては肌寒さが珍しく、む
しろ楽しんでいた

着付け担当者とのやり取り
も単語＋ジェスチャーだが
雰囲気は和やか

JRCで候補スポット
をリストアップ

「DACO	THAI」
フェイスブックページ
で反応を見る

「DACO	THAI」
読者による座談会

日本のランド
オペレーターとともに
ツアー要素確定

タイの旅行
代理店で販売

知名度は低いが魅力的なスポット、地域の人
とふれあえる体験スポットも加えて選定。

スポットや体験内容の写真を簡単な説明付
きで掲載し「いいね！」やコメント数で候補を
絞り込み（写真）。イチゴ狩りや地獄めぐりの
評価が高かった。

タイ在住の読者を集めた座談会でフリーコメ
ントを収集。

②③で評価の高かった内容に合わせ、国内
のランドオペレーター「（株）トライアングル」
が手配を実施。

タイ国内では高品質なツアー販売で知られる
代理店「Compax」を通じ、Webや新聞紙上、
DACO THAIで販売。

1

3

2

4
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し
す
ぎ
る
内
容
を
語
る
の
で
は
な
く
、

わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
た
説
明
に
と

ど
め
る
。「
お
手
洗
い
な
ど
必
要
事
項
の

案
内
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
英・中（
簡
体・

繁
体
）・
韓
の
４
ヵ
国
語
で
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
あ
と
は
片
言
と
身
振
り
手
振

り
。
伝
わ
り
に
く
く
て
も
、
日
本
人
が

日
本
的
な
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
観
光
協
会
事
務
局
長

の
三
浦
孝
典
さ
ん
。
実
際
に
着
物
を
着

て
み
た
参
加
者
は
、「
苦
し
そ
う
と
思
っ

た
け
れ
ど
着
て
み
る
と
快
適
」「
キ
モ
ノ

を
着
る
の
は
夢
だ
っ
た
。
実
現
し
て
嬉

し
い
」
と
満
足
げ
で
、「
知
ら
れ
ざ
る
日

本
」
体
験
は
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

そ
の
他
の
ツ
ア
ー
内
容
を
見
る
と
、

イ
チ
ゴ
狩
り
や
九
州
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
食
べ
放
題
を
通
じ
、「
九
州
の
食
は

素
材
自
体
の
味
が
全
然
違
う
！
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
得
る
な
ど
高
い
評
価
を
得

た
部
分
も
多
か
っ
た
。
各
ポ
イ
ン
ト
の

詳
し
い
評
価
等
に
つ
い
て
は
左
の
ツ
ア

ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
の
コ
メ
ン
ト
も
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

AMAZING KYUSHU

ツアースケジュール

□福岡空港着
　いわゆる観光スポットでは、写真を撮ってすぐにバ

スに戻る傾向が。

□ホテル発
　肌寒い雨の1日。参加者は口々に「昨日までは暑く

て残念だった。今日は涼しくて嬉しい」と話していた。
最盛夏のタイからの避暑を満喫していた様子

□太宰府天満宮とスターバックス
　伝統的な木組みが用いられた建物で知られるスタ

ーバックス太宰府店が大人気

□吉野ケ里遺跡

□長崎原爆資料館

□温泉旅館着（小浜温泉）
　宿泊先は伝統的な和風旅館。畳の部屋や浴衣など

日本を体感できるスタイルは喜ばれていた。参加者
は全員リピーター（九州は初訪問）で、温泉入浴も
経験があったが、朝風呂経験は初めて。新たな楽し
み方が興味を引いていた

1日目3日目

　

A
S
E
A
N
市
場
に
積
極
的
に
取

り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
３
つ
。
ま
ず
は
、

経
済
成
長
目
覚
ま
し
く
、
爆
発
的
に

成
長
が
見
込
め
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、

日
本
の
比
較
的
閑
散
期
（
G
W
明
け
、

11
月
前
後
）
に
、
各
国
の
長
期
休
暇

が
あ
た
る
た
め
、
地
域
観
光
に
お
け
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
上
、
貴
重
な
市
場
で

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、
調
査
結

果
か
ら
見
え
た
日
本
観
光
と
の
親
和

性
の
高
さ
か
ら
、
全
国
的
な
受
入
れ

展
開
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
日
本

の
四
季
や
海
・
山
、
田
園
等
の
自
然

景
観
、
城
や
旧
跡
等
、
歴
史
観
光
資

源
の
評
価
は
高
い
。
足
回
り
さ
え
確

保
で
き
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
売
り
込
め

る
地
域
は
あ
り
そ
う
だ
。

　

一
方
、
昨
年
度
実
施
し
た
、
東
ア
ジ

ア
３
市
場
（
韓
国
・
台
湾
・
中
国
）
調

査
で
は
、
街
歩
き
や
買
い
物
、
日
本

旅
館
で
の
滞
在
に
対
す
る
評
価
が
高

い
が
、
日
本
の
名
所
旧
跡
や
自
然
に

対
す
る
評
価
は
そ
こ
ま
で
高
く
は
な

い
。「
日
本
に
し
か
な
い
モ
ノ
」
へ
の

期
待
よ
り
、
近
隣
の
日
本
が
国
内
旅

行
の
延
長
で
選
ば
れ
て
い
る
と
も
取

れ
る
結
果
だ
っ
た
。

　

世
界
に
対
し
て
「
日
本
で
し
か
得

ら
れ
な
い
体
験
」
を
ど
う
設
計
し
、

P
R
す
る
か
に
未
来
が
か
か
っ
て
い

る
。
日
本
固
有
の
生
活
文
化
こ
そ
が

最
大
の
資
源
だ
と
信
じ
、
演
出
と
し

て
の〝
商
品
化
”に
知
恵
を
絞
り
た
い
。

（
文
責
：
研
究
員　

横
山
幸
代
）

と
ー
り
ま
か
し
的

考
察

上／年に2回は海外
に行くという家族も

「車いすの母を連れ
て来られるのは人が
親切な日本だけ」。
地域の人との触れ合
いがリピート化につ
ながった。下／日本
製品はタイで買うよ
り安い、あるいは品
揃えがよく、都心部
では買い物タイムが
好評

摘んですぐ
食べられるなんて！

新鮮！

　ショッピングセンターで買い物

　昼食（しゃぶしゃぶ食べ放題）
　タイのレストランでは食べ放題が大人気。そこで今

回のツアーでも「九州グルメ食べ放題！」を目玉とした。
ただしショッピングセンター内のレストランでは、食
事より買い物に時間を割きたい様子

　夕食（会席料理）
　タイにも会席料理店はあり、参加者にも「週１回は

食べる」という人もいて認知度高。少しずつ多種類
を食べるスタイルがタイ人にも人気のようで、本場の
会席料理という満足度も高かった。

人気

□ホテル着

□福岡空港発

□ホテル発

4日目

　鳥栖プレミアムアウトレットモールで買い物

　博多駅周辺で買い物
　人気のショップは「無印良品」。タイにも出店があるが、
「日本でなら１／３の価格で買える」とまとめ買い。

人気

　昼食（居酒屋料理食べ放題）
　雨模様で肌寒い一日だったためかもつ鍋を完食。

豚の角煮、とり天などの九州料理のほか、生野菜
のサラダやタコ焼きも好評。

人気

　夕食（焼肉食べ放題）
　タイでは日本発の焼肉店が先行して上陸したため、
「焼肉は（韓国のものではなく）日本食」というイメ
ージが優勢。とくに高級感のある和牛のロースやタ
ンは大人気で、参加者たちは食べ放題以外のメニュ
ーも追加するなど堪能していた

人気

ロースが
おいしかったです！

　着物着付け体験（杵築）
　この日最大の人気コンテンツ。詳細は右のレポート

参照。

人気

　九州新幹線「つばめ」乗車
　荷物はバスに置いたまま新鳥栖〜博多間で乗車体

験。短い時間ながらも最先端の鉄道を楽しんだ

人気

すごく
速かった―！

　イチゴ狩り
　瑞 し々く甘い日本の果物は

タイでも評判で、参加者の
期待度も大。初日の目玉
であるイチゴ狩りでは、「日
本のイチゴはタイとは全然
違う」と興奮気味だった

人気

□温泉旅館発

□フェリー乗船（熊本港）

　熊本城土産物街で買い物

　昼食（地獄釜料理）

□地獄めぐり（血の池地獄、海地獄）

　砂湯、温泉（別府）

　夕食（各国料理食べ放題）

　ショッピングセンターで買い物

□ホテル着

2日目

人気

アイコンの意味 買う食べる 体験


